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「
令
和
５
年
度
中
土
佐
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
に
つ
い
て
」
は
、
１
億

８
８
５
１
万
円
を
追
加
し
、

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
７８

億
７
１
７
９
万

円
と
す
る
も
の
。

　

主
な
予
算
は
、
園
芸
用
ハ

ウ
ス
整
備
事
業
費
補
助
金
１

１
１
３
万
円
、
久
礼
漁
協
へ

の
貸
付
金
６
０
０
万
円
、
黒

潮
本
陣
の
防
火
設
備
改
修
工

事
費
３
７
５
万
円
な
ど
。

　

質
疑
で
は
、
１
人
の
議
員

が
計
上
さ
れ
た
予
算
に
対

し
、
執
行
部
に
説
明
を
求
め

た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。

　

「
中
土
佐
町
一
般
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
」
は
、
国
の
人
事
院
勧

告
に
準
拠
し
て
一
般
行
政
職

の
給
与
を
引
き
上
げ
る
も

の
。
若
年
層
で
月
額
千
円
程

度
か
ら
１
万
２
千
円
の
増
と

な
る
。
合
わ
せ
て
、
期
末
手

当
の
支
給
率
も
引
き
上
げ
る

こ
と
か
ら
町
長
、
副
町
長
、

教
育
長
で
計
１０

万
円
の
増
、

町
議
１２

人
で
計
１３

万
円
の
増

と
な
る
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

　

「
中
土
佐
町
立
診
療
所
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
」
は
、現
在
、

休
止
し
て
い
る
矢
井
賀
診
療

所
の
廃
止
と
上
ノ
加
江
診
療

所
の
上
ノ
加
江
ス
ポ
ー
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
転
に
伴

う
住
所
変
更
を
行
う
も
の
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

　

「
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ

い
て
の
議
決
の
一
部
変
更
に

つ
い
て
」
は
、
町
か
ら
旧
上

ノ
加
江
中
学
校
を
無
償
で
借

り
受
け
て
「
上
ノ
加
江
集
学

校
」
を
運
営
し
て
い
る
リ
ン

グ
ロ
ー
㈱
が
、
新
た
に
設
立

す
る
一
般
社
団
法
人
お
か
え

り
集
学
校
へ
事
業
を
譲
渡
す

る
こ
と
に
伴
い
、
無
償
貸
付

の
議
決
の
一
部
を
変
更
す
る

も
の
。

　

譲
渡
後
の
事
業
内
容
に
変

更
は
な
い
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

　

「
令
和
５
年
度
中
土
佐
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
に
つ
い
て
」
は
、
１
５

１
０
万
円
を
追
加
し
、
一
般

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
７６

億
８
３
２
８
万
円
と

す
る
も
の
。

　

主
な
予
算
は
、
集
会
施
設

省
エ
ネ
改
修
事
業
費
５
１
５

万
円
、
上
ノ
加
江
診
療
所
移

転
工
事
費
８
０
０
万
円
な

ど
。

　

質
疑
で
は
、
１
人
の
議
員

が
集
会
施
設
の
改
修
予
算
に

対
し
、
補
正
予
算
で
計
上
す

る
理
由
や
内
容
に
つ
い
て
、

執
行
部
に
説
明
を
求
め
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。

　

「
中
土
佐
町
立
久
礼
小
学

校
長
寿
命
化
改
修
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」は
、

建
築
後
４０

年
以
上
が
経
過
し

た
建
物
を
改
築
す
る
た
め
、

ミ
タ
ニ
建
設
工
業
㈱
と
６
億

７
９
８
０
万
円
で
契
約
す
る

も
の
。

　

質
疑
で
は
、
１
人
の
議
員

が
設
計
の
審
査
体
制
に
つ
い

て
執
行
部
に
説
明
を
求
め

た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。

令
和
５
年
　
中
土
佐
町
議
会

12
月
定
例
会

12
月
定
例
会

議案
審議

　

令
和
５
年
１２

月
定
例
会
が
８
日
に
開
会
し
、
町
長
の
行
政

報
告
、
議
案
の
提
案
理
由
説
明
、
委
員
会
の
活
動
報
告
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１２

日
と
１３

日
は
一
般
質
問
（
Ｐ
３
か
ら
関
連
記
事
）
が
行
わ

れ
、９
人
の
議
員
が
町
の
課
題
を
執
行
部
に
問
い
ま
し
た
。
１５

日
に
は
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
町
長
提
出
の
議
案
１１

件
を

可
決
、
同
意
８
件
（
教
育
委
員
会
委
員
１
件
、
農
業
委
員
会
委

員
７
件
）
を
同
意
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

　

１２

月
定
例
会
の
会
期
は
、
１２

月
８
日
か
ら
令
和
６
年
２
月

２９

日
ま
で
の
８４

日
間
で
す
。

　

１１

月
２
日
、
令
和
５
年
９
月
定
例
会
第
１
回
臨
時
会
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
提
出
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
議
案
３
件
を
可
決
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

町
の
一
般
職
員
の

給
与
条
例
の
改
正

町
立
診
療
所
設
置

条
例
の
改
正
　
　

財
産
の
無
償
貸
付

の
変
更
　
　
　
　

久
礼
小
学
校
長
寿

命
化
改
修
工
事
請

負
契
約
の
締
結
　

令
和
５
年
　
中
土
佐
町
議
会

９
月
定
例
会

第
１
回
臨
時
会
議

第
１
回
臨
時
会
議

議案
審議
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12月12日と13日の２日間、一般質問が行わ

れ、９人の議員が子育て支援、防災対策、産

業や観光など、町の諸問題を取り上げまし

た。

金子　裕之 ･････Ｐ10
■産業・観光振興は

■若い人に好まれる集合住宅を

窪田　和教 ･････Ｐ9
■保育士をめざす人に奨学金制度を

■天満宮前川のヨシの除去を

下元　良之 ･････Ｐ８
■町のデジタル化の状況は

■耕作放棄地対策は

山本　建生 ･････Ｐ７
■コロナワクチンで体調不良は

■孤独死・自殺防止対策は

高橋　雄造 ･････Ｐ６
■なかとさ防災フェスタの成果は

中野　大地 ･････Ｐ４
■子育て支援センター「はぐ」の有効活用を

■防犯カメラの増設を

下元　道夫 ･････Ｐ５
■産業の振興と少子化対策は

■避難所のトイレ、ごみ処理対策は

濵田　和昭 ･････Ｐ11
■スポーツ文化センターの解錠方法は

■特急列車が利用できる通学補助の拡充を

佐竹　敏彦 ･････Ｐ12
■少子化対策にどのように取り組むか

■産業としての農業化に向けプロジェクトチームで取り組め

※一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたっ

て、町長などに対し疑問点をただし、所信の表

明を求めるものです。

※掲載する「一般質問」は、議員の責任で質問・答

弁を750字以内にまとめたものです。

９人の議員が一般質問９人の議員が一般質問

一 
般 
質 
問

一 
般 
質 
問

〜
町
政
を
問
う
〜

〜
町
政
を
問
う
〜

各議員のページにあるＱＲコードで、その議員のインターネット中継をご覧いただけます。ご覧になら
れる場合は、データ通信料の契約が定額制（使い放題）でない場合、高額請求される場合がありますの
でご注意ください。
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問

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
は
ぐ
」
の
親
子
の
広
場
開

設
時
間
の
延
長
を
求
め
る
声

が
あ
る
が
可
能
か
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

利
用
時

間
の
ほ
と
ん
ど
が
午
前
中
に

集
中
し
て
い
る
。今
後
、利
用

者
の
増
加
や
時
間
延
長
を
要

望
す
る
声
が
増
え
て
く
れ
ば

検
討
す
る
。

問

就
学
し
て
い
る
兄
や
姉
が

い
る
場
合
、
連
れ
て
行
け
ず

に
困
っ
て
い
る
と
言
う
声
が

あ
る
。
違
う
年
代
の
子
ど
も

が
安
心
安
全
な
遊
べ
る
場
所

の
確
保
も
必
要
で
は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

原
則
は

乳
幼
児
の
安
全
を
優
先
し
利

用
制
限
を
設
け
て
い
る
。
乳

児
健
診
や
育
児
相
談
に
対
象

年
齢
外
の
き
ょ
う
だ
い
が
来

所
し
た
と
き
は
、
あ
っ
た
か

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
園
庭

な
ど
で
遊
ぶ
よ
う
に
案
内
し

て
い
る
。

問

町
内
に
雨
の
日
に
遊
べ
る

施
設
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

休
日
開
所
を
望
む
声
も
あ

る
。
支
援
セ
ン
タ
ー
を
有
効

活
用
で
き
な
い
か
。

池
田
町
長

子
育
て
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め

に
、
来
年
度
か
ら
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
の
体
制
を
改
め
検
討

し
て
い
く
。

問

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
の

抑
止
や
行
方
不
明
者
の
捜
索

に
も
役
立
っ
て
い
る
。
防
犯

カ
メ
ラ
の
増
設
は
。

岡
村
教
育
長

安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
は
大
き
な
役
割
を
果

た
す
。
一
方
で
設
置
す
る
場

合
は
場
所
を
十
分
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
子
ど
も
見
守

り
カ
メ
ラ
の
増
設
の
必
要
性

は
学
校
や
関
係
機
関
な
ど
の

意
見
を
聞
い
て
い
く
。

問

久
礼
駅
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

今
後
、

久
礼
駅
の
活
用
、
町
の
活
性

を
含
め
検
討
し
て
い
く
中

で
、
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
必

要
性
や
設
置
に
つ
い
て
は
Ｊ

Ｒ
と
も
協
議
し
た
上
で
検
討

し
て
い
く
。

　
大
谷
選
手
寄
贈
の

　
グ
ロ
ー
ブ

問

大
谷
翔
平
選
手
か
ら
寄
贈

さ
れ
る
グ
ロ
ー
ブ
の
活
用
方

法
は
。

岡
村
教
育
長

各
学
校
の
規
模

が
違
う
の
で
、学
校
の
方
で
有

効
な
活
用
方
法
を
検
討
し
て

い
た
だ
く
。必
要
で
あ
れ
ば
一

定
数
の
買
い
足
し
も
考
え
る
。

使
わ
ず
に
飾
る
こ
と
の
な
い

よ
う
指
導
し
て
い
く
。

中

野

大

地

中野議員の録画映像は
　　　こちらから

子育て支援センター「はぐ」の

有効活用を

来年度から体制を改め、検討していく

子育て支援センター「はぐ」で交流する親子

安心安全なまちづくりに大きな

役割を果たす防犯カメラ

必
要
性
も
踏
ま
え
関
係
機
関

の
意
見
も
聞
い
て
い
く

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
を
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問

昭
和
３０
年
の
旧
中
土
佐
町

と
旧
大
野
見
村
の
人
口
は
１

万
５
７
８
０
人
だ
っ
た
が
、

令
和
５
年
１１
月
末
の
人
口
は

５
９
５
９
人
で
人
口
減
少
と

高
齢
化
が
進
ん
だ
。
町
の
活

性
化
な
く
し
て
少
子
化
対
策

は
難
し
い
。
農
業
振
興
策
と

し
て
、
㈱
土
佐
く
ろ
し
お
村

「
村
営
み
の
り
」
を
活
用
で

き
な
い
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

本
町
で

も
受
注
し
て
い
た
だ
く
よ
う

要
請
し
た
。

問

小
型
か
つ
お
船
は
４
隻
と

な
り
乗
組
員
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。
餌
代
、
燃
油
代

の
高
騰
、
船
と
製
氷
施
設
も

老
朽
化
し
て
い
る
。
存
続
の

た
め
に
今
一
番
必
要
な
の
は

漁
業
者
と
腹
を
割
っ
て
話
し

合
う
こ
と
で
な
い
か
。

池
田
町
長

漁
民
の
皆
さ
ん
と

膝
を
交
え
て
話
を
し
、
踏
み

込
ん
だ
対
応
が
必
要
と
感
じ

て
い
る
。

問

観
光
産
業
と
商
工
業
の
課

題
と
取
り
組
み
、
大
正
町
市

場
の
駐
車
場
対
策
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

黒
潮

本
陣
の
売
り
上
げ
は
前
年
度

比
約
３
割
程
度
増
、
道
の
駅

は
順
調
に
集
客

が
回
復
し
て
い

る
。
大
正
町
市

場
は
県
内
外
の

観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
。
満
車

と
な
る
駐
車
場

は
関
係
機
関
と

検
討
し
て
い
き

た
い
。
商
工
業

の
後
継
者
問
題

が
大
き
な
問
題

だ
。
手
だ
て
を

見
い
だ
し
て
い

き
た
い
。

問

被
災
時
の
避
難
所
の
ト
イ

レ
、
ご
み
処
理
対
策
は
。

平
田
総
務
課
長

約
５
千
回
使

用
可
能
な
大
型
ト
イ
レ
を
整

備
し
て
い
き
た
い
。

黒
岩
町
民
環
境
課
長

清
掃
組

合
の
ご
み
処
理
施
設
は
津
波

の
影
響
は
受
け
な
い
の
で
、

地
震
の
被
害
に
よ
る
復
旧
を

行
い
再
開
す
れ
ば
対
応
は
可

能
と
考
え
て
い
る
。し
か
し
、

道
路
の
状
況
が
問
題
と
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

　
中
島
地
区
道
路
改
良
は

問

久
礼
中
島
の
道
路
改
良
工

事
が
遅
れ
て
い
る
が
。

窪
田
建
設
課
長
心
得

清
水
川

線
の
約
１
０
０
㍍
の
幅
員
極

小
部
分
の
拡
張
計
画
を
し
た

が
、
令
和
４
年
７
月
の
台
風

に
よ
る
豪
雨
に
氾
濫
の
恐
れ

が
確
認
さ
れ
た
の
で
設
計
の

修
正
を
発
注
し
た
。
令
和
６

年
度
に
住
民
の
理
解
を
い
た

だ
き
工
事
に
移
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
対
応
が

必
要
だ

産
業
の
振
興
と
少
子
化
対
策
は

下

元

道

夫

下元議員の録画映像は
　　　こちらから

厳しい寒さの中、土佐沖で釣り上げた鰹１．７ｔの水揚げ

（１２月２６日久礼漁協）

道路幅員が狭いため拡幅予定の町道清水川線（久礼中島）

避難所のトイレ、ごみ処理対策は

簡易トイレの設置、清掃組合の処理は

可能だ
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問

な
か
と
さ
防
災
フ
ェ
ス
タ

は
、
今
ま
で
の
よ
う
な
定
型

的
な
訓
練
で
な
く
、
楽
し
く

見
学
で
き
る
訓
練
を
行
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
来
場
者

は
。

平
田
総
務
課
長

来
場
者
は
、

６
０
０
人
か
ら
７
０
０
人
程

度
だ
。

問

成
果
と
総
括
は
。

平
田
総
務
課
長

　２０

代
か
ら

　４０

代
の
方
に
防
災
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
内

容
の
準
備
を
進
め
、
多
く
の

方
か
ら
高
い
評
価
を
受
け

た
。
出
展
者
か
ら
提
供
さ
れ

た
最
新
情
報
で
防
災
意
識
を

高
め
る
と
と
も
に
、
町
の
取

り
組
み
も
理
解
い
た
だ
け
た

と
考
え
て
い
る
。

問

シ
ャ
ワ
ー
設
備
が
装
備
さ

れ
た
ト
レ
ー
ラ
ー
が
展
示
さ

れ
て
い
た
が
、
災
害
時
、
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

と
き
生
活
す
る
上
に
お
い
て

困
る
こ
と
の
代
表
的
な
も
の

は
何
と
認
識
し
て
い
る
か
。

平
田
総
務
課
長

ト

イ

レ
、

シ
ャ
ワ
ー
、
衣
食
住
、
特
に

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
を
持
っ

た
避
難
所
を
重
点
に
考
え
な

け
れ
ば
と
思
う
。

問

被
害
に
遭
い
困
っ
た
と
き

に
助
け
に
な
る
の
が
十
分
な

資
機
材
だ
。
不
足
し
て
い
る

物
は
何
か
。

平
田
総
務
課
長

避
難
所
に
必

要
な
資
機
材
は
、
県
内
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
量
で
確
保

で
き
て
い
る
。
不
足
し
て
い

る
の
は
、
資
機
材
を
活
用
す

る
た
め
の
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ

と
考
え
て
お
り
研
修
な
ど
を

今
後
と
も
進
め
て
い
き
た

い
。

問

避
難
生
活
で
初
期
に
困
る

の
は
シ
ャ
ワ
ー
設
備
で
あ
る

の
は
、
過
去
の
被
災
地
で
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
出
て
い

る
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
資

機
材
と
し
て
用
意
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

池
田
町
長

災
害
時
住
民
の
皆

さ
ん
が
一
番
困
る
の
は
、
ト

イ
レ
と
か
シ
ャ
ワ
ー
で
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
お
り
必
要

と
思
っ
て
い
る
が
、
来
年
度

整
備
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
と
思
う
。

問

次
年
度
の
整
備
計
画
は
。

平
田
総
務
課
長

タ
オ
ル
ケ
ッ

ト
、
タ
オ
ル
な
ど
夏
季
の
避

難
に
備
え
た
資
機
材
と
衣
類

の
備
蓄
を
検
討
し
て
い
る
。

動
く
シ
ャ
ワ
ー
室
に
は
興
味

を
持
っ
て
お
り
、
整
備
を
考

え
て
い
き
た
い
。

高

橋

雄

造

高橋議員の録画映像は
　　　こちらから

なかとさ防災フェスタ

の成果は

高い評価を得た

防災フェスタの会場で展示されていたシャワー設備のあるトレーラー

（道の駅なかとさ）

（熊本地震避難所で生活する方に聞きました）

出典：「熊本地震避難所アンケート」学校のトイレ研究会調べ（2016）

地震直後に、避難所で不便に思ったことは何ですか？（複数回答）

トイレ 67％

入浴・シャワー 63％

洗濯 32％

食事 32％

寝具 23％

冷暖房 22％

衣類 21％

TV等情報 20％

携帯電話等 9％

食事や冷暖房を

おさえて１位
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問

本
町
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
は
６５
歳
以
上
男
性
で

４７
・
６
％
、
女
性
４６
・
９
％
だ

が
、
１２
歳
か
ら
６４
歳
ま
で
の

男
性
は
１６
・
１
％
、
女
性
１８
・

４
％
に
な
っ
て
い
る
。
接
種

率
を
ど
う
見
る
か
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

厚
生
労

働
省
の
指
導
で
全
員
に
接
種

機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

や
っ
て
き
た
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
賛
否
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
国
の
方
針
に

沿
っ
た
接
種
を
実
施
し
、
情

報
も
伝
え
て
き
た
。
最
終
的

に
は
ご
自
身
の
判
断
に
委
ね

た
。

問

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
死

亡
は
国
内
で
８
０
０
人
と
い

わ
れ
る
が
、
医
者
は
も
っ
と

多
い
と
言
っ
て
い
た
。
本
町

で
接
種
に
よ
る
体
調
不
良
、

死
亡
者
は
な
い
か
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

接
種
に

よ
る
、
死
亡
者
数
、
関
連
死

も
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
す
。

体
調
不
良
に
つ
い
て
は
、
初

期
の
こ
ろ
行
政
に
よ
く
電
話

を
い
た
だ
い
た
が
、
町
内
の

医
師
か
ら
そ
の
後
重
篤
な
症

例
の
報
告
は
上
が
っ
て
い
な

い
。

問

令
和
元
年
か
ら
令
和
５
年

１１
月
ま
で
の
孤
独
死
は
８

人
、
自
殺
は
５
人
と
な
っ
て

い
る
。
孤
独
死
は
全
員
男
性

で
、
自
殺
は
男
性
３
人
、
女

性
２
人
と
な
っ
て
い
る
。
担

当
課
と
し
て
ど
う
考
え
る

か
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

孤
独
死

の
数
は
行
政
な
ど
が
発
見
し

警
察
が
確
認
し
た
も
の
だ
。

死
後
数
日
た
っ
て
見
つ
か
る

ケ
ー
ス
は
最
近
は
少
な
い
。

地
域
の
見
守
り
が
大
事
と
考

え
て
お
り
、
関
係
機
関
・
団

体
が
一
体
と
な
っ
て
孤
独

死
、自
殺
対
策
に
取
り
組
む
。

　
耐
震
診
断
や
工
事
は

問

耐
震
診
断
、
設
計
は
５０
％

余
り
を
町
外
業
者
が
や
っ
て

い
る
。
し
か
し
耐
震
工
事
の

施
工
は
６４
％
を
町
内
業
者
が

や
っ
て
い
る
。
耐
震
診
断
、

設
計
も
地
元
業
者
が
や
る
方

策
は
な
い
か
。

平
田
総
務
課
長

町
が
発
注
す

る
の
で
な
く
補
助
金
で
個
々

が
契
約
す
る
の
で
そ
こ
ま
で

関
与
で
き
な
い
。

孤独死・自殺防止

対策は

見守りなど関係団体が

一体で取り組む

重
篤
な
症
例
の
報
告
は
な
い

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
で
体
調
不
良
は

山

本

建

生

山本議員の録画映像は
　　　こちらから

そ
の
他
の
質
問

▼ 

補
助
対
象
の
選
択
要
件
は

自殺者
R1 R2 R3 R4 R5

男 1 0 1 0 1
女 0 1 1 0 0
合計 1 1 2 0 1

孤独死（１人暮らしで亡くなり、行政・社協が発見したケース）

R1 R2 R3 R4 R5
男 3 1 0 2 2
女 0 0 0 0 0
合計 3 1 0 2 2

＊データとして集計しているものはなく、行政・社協で聞いたもの

基準日　令和５年11月30日（令和５年12月５日抽出）

令和５年秋開始接種（※）の年齢・男女別

乳幼児 小　児 12〜64歳 うち65歳以上
回　数 接種率 回　数 接種率 回　数 接種率 回　数 接種率

男性 226 16.1% 593 47.6%
女性 242 18.4% 787 46.9%
計 0 0% 0 0% 468 17.2% 1,380 47.2%

※対象者：初回接種（乳幼児は１〜３回目、５歳以上は１・２回目）を終了し、前回の接種から３カ月経過した方

※令和５年９月20日以降、追加接種は１人１回

接種回数別

全　体
うち高齢者 うち小児接種 うち乳幼児接種

回　数 接種率 回　数 接種率 回　数 接種率 回　数 接種率

総接種回数 25,086 ー 15,685 ー 118 ー 0 ー

うち１回目接種 5,453 91.5% 2,820 96.4% 51 23.3% 0 0%

うち２回目接種 5,428 91.1% 2,809 96.1% 48 21.9% 0 0%

うち３回目接種 4,722 79.2% 2,724 93.2% 17 7.8% 0 0%

うち４回目接種 3,676 61.7% 2,452 83.9% 2 0.9% 0 0%

うち５回目接種 2,745 46.1% 2,108 72.1% 0 0%

うち６回目接種 1,872 31.4% 1,657 56.7% 0 0%

うち７回目接種 1,190 20.0% 1,115 38.1%



No.7２（令和６年２月）  中土佐町議会だより 8

問

バ
ス
パ
ス
事
業
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
す
る

実
証
実
験
を
始
め
た
が
、
利

用
状
況
は
。

　

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
使
用
率

は
１１

月
で
７５

％
に
な
っ
て
い

る
。
路
線
バ
ス
は
ま
だ
把
握

し
て
い
な
い
。

問

バ
ス
パ
ス
使
用
を
現
時
点

で
ど
う
考
え
る
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

現
時

点
で
は
順
調
に
い
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
技

術
的
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
活

用
の
仕
方
を
進
化
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

黒
岩
町
民
環
境
課
長

重
複
す

る
投
薬
の
回
避
や
、
医
療
費

が
若
干
安
く
な
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
町
は
今
の

と
こ
ろ
マ
イ
ナ
保
険
証
を
特

に
推
奨
し
て
い
る
こ
と
は
な

く
、
今
後
は
政
府
の
点
検
結

果
を
見
て
判
断
し
た
い
。

問

住
民
へ
の
防
災
情
報
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
発
信
に

Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
の
導
入
を
検
討
し

て
は
。

平
田
総
務
課
長

町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
管
理
シ
ス
テ
ム
に
機

能
を
追
加
す
る
形
で
シ
ス
テ

ム
更
新
を
行
い
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

と
連
携
し
た
情
報
発
信
が
で

き
る
仕
組
み
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問

紙
媒
体
の
、
Ａ
４
コ
ピ
ー

用
紙
の
使
用
量
は
。

平
田
総
務
課
長

総
務
課
の
購

入
量
は
２
０
２
０
年
が
８２

万

枚
、
２１

年
が
１
１
２
万
枚
、

２２

年
が
１
０
６
万
枚
と
な
っ

て
い
る
。

問

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
総

合
的
な
構
想
は
。

平
田
総
務
課
長

最
新
の
情
報

を
収
集
し
、
住
民
目
線
に

立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性

向
上
や
、
産
業
部
門
に
お
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
懸
念
さ

れ
る
が
対
策
案
は
な
い
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

建
設
業

な
ど
異
業
種
の
参
入
に
つ
い

て
は
、
労
働
力
不
足
と
い
う

課
題
も
あ
る
が
、国
・
県
の
要

項
に
合
致
す
れ
ば
支
援
で
き

る
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

採
用
に
つ
い
て
も
再
度
検
討

し
た
い
。ま
た
、㈱
土
佐
く
ろ

し
お
村「
村
営
み
の
り
」の
本

格
進
出
な
ど
も
考
え
た
い
。

池
田
町
長

水
稲
か
ら
果
樹
な

ど
へ
の
転
用
な
ど
、
多
方
面

で
の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
。

担
い
手
の
確
保
も
国
や
県
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

住
民
目
線
に
立
っ
て
検
討

し
て
い
く

町
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
状
況
は

下

元

良

之

四万十交通路線バスのカードリーダー

下元議員の録画映像は
　　　こちらから

耕作放棄地対策は

国・県と協議しながら対策を
進めたい

そ
の
他
の
質
問

▼ 

大
野
見
の
米

増えゆく耕作放棄地



中土佐町議会だより No.7２（令和６年２月） 9

問
「
児
童
福
祉
施
設
の
設
置
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
で

保
育
時
間
は
保
護
者
の
労
働

時
間
・
家
庭
の
状
況
を
考
慮

し
て
決
め
る
と
あ
る
。
町
の

条
例
で
は
土
曜
日
を
久
礼
は

５
時
３０
分
、
大
野
見
は
１２
時

と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
で
は

家
庭
の
状
況
が
考
慮
さ
れ
る

余
地
が
な
く
な
る
の
で
は
。

岡
村
教
育
長

開
所
時
間
は
一

定
定
め
て
い
る
。
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
は
毎
年
変
わ
る
の
で

保
育
所
に
相
談
し
て
ほ
し

い
。
対
応
は
可
能
と
思
う
。

問

保
育
士
資
格
を
と
る
た
め

に
短
大
・
専
門
学
校
に
進
む

生
徒
に
返
済
不
用
の
奨
学
金

制
度
が
で
き
な
い
か
。

多
田
教
育
次
長

町
単
独
の
支

援
制
度
は
難
し
い
。
国
・
県

の
無
利
子
貸
し
付
け
を
利
用

し
て
ほ
し
い
。

問

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
会
計

年
度
任
用
職
員
を
確
保
す
べ

き
だ
。
保
育
士
の
待
遇
が
仕

事
の
中
身
に
見
合
う
も
の
に

な
っ
て
い
な
い
。
保
育
士
の

待
遇
改
善
が
必
要
だ
。

多
田
教
育
次
長

以
前
に
確
認

し
た
ら
フ
ル
タ
イ
ム
で
な
く

今
の
勤
務
条
件
が
良
い
と
い

う
こ
と
で
続
け
て
い
る
。
待

遇
改
善
は
他
の
自
治
体
の
条

件
も
踏
ま
え
て
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

問

奈
路
天
満
宮
キ
ャ
ン
プ
場

前
の
河
原
は
ヨ
シ
が
繁
茂
し

て
狭
く
な
っ
て
い
る
。
テ
ン

ト
を
張
る
場
所
が
取
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
ヨ
シ

を
避
け
て
通
ら
な
く
て
い
け

な
い
。
町
の
貴
重
な
観
光
資

源
だ
が
、
ヨ
シ
を
撤
去
し
て

気
持
ち
良
く
使
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

必
要

で
あ
れ
ば
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
検
討
し
た
い
。

問

小
鎌
田

の
浜
は
四

季
を
通
じ

て
キ
ャ
ン

プ
を
楽
し

む
人
が
い

る
。
町
に

は
魅
力
あ

る
所
が
あ

る
。
そ
こ

に
少
し
手

を
入
れ
る

だ
け
で
町

外
か
ら
来

た
人
を
温
か
く
迎
え
る
こ
と

が
で
き
る
し
、
印
象
を
良
く

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

訪
れ

た
人
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
し

て
い
た
だ
き
、
口
コ
ミ
な
ど

で
広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
は

重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
図
書
室
の
コ
ピ
ー
機

　
使
用
可
能
に

問

図
書
室
を
利
用
す
る
方
の

コ
ピ
ー
機
使
用
の
検
討
の
結

果
は
。

多
田
教
育
次
長

コ
ピ
ー
機
の

使
用
は
可
能
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

窪

田

和

教

窪田議員の録画映像は
　　　こちらから

ヨシが多くなり河原が狭くなった。夏には多くの人が川遊びを

楽しんでいる（奈路・天満宮前の四万十川）

図書室のコピー機が利用できるようになりました

（図書室の入る文化会館）

保育士をめざす人に

奨学金制度を

町単独では難しい

必
要
が
あ
れ
ば
検
討
す
る

天
満
宮
前
川
の
ヨ
シ
の

除
去
を
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問

休
耕
田
や
耕
作
放
棄
地
は

農
業
者
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
と
思
う
が
、
そ
う
い
っ

た
農
地
を
活
用
し
た
商
品
開

発
と
企
業
誘
致
を
し
て
は
ど

う
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

販
路
を

見
込
ん
だ
商
品
開
発
に
は
解

決
す
べ
き
課
題
が
多
い
。
有

望
品
目
の
導
入
、
費
用
対
効

果
も
含
め
検
討
す
る
。

問

１
月
、
２
月
は
観
光
資
源

が
少
な
く
、
観
光
客
が
少
な

い
時
期
と
な
る
。
こ
の
時
期

の
対
策
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

気
嵐

や
だ
る
ま
朝
日
な
ど
こ
の
時

期
な
ら
で
は
の
観
光
資
源
を

生
か
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

問

外
国
人
観
光
客
を
多
く
見

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。情
報

発
信
が
大
切
だ
と
思
う
が
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

町
独

自
の
戦
略
的
発
信
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
食
や
伝
統
、
文

化
を
説
明
で
き
る
看
板
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
英
語
表

記
し
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
導
入
な

ど
必
要
な
対
策
を
進
め
て
い

く
。

問

町
営
住
宅
は
半
数
以
上
が

築
３０
年
以
上
経
過
し
長
寿
命

化
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な

ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
施
策
が
求
め
ら
れ
る
と
思

う
が
。

平
田
総
務
課
長

令
和
３
年
３

月
に
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
、
事
業
実
施

一
覧
を
令
和
１２

年
度
ま
で
作

成
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
の

計
画
に
沿
っ
て
実
施
し
て
い

く
。

問

町
内
の
事
業
所
は
後
継
者

不
足
と
人
手
不
足
に
悩
ん
で

い
る
。若
い
人
に
好
ま
れ
る
住

宅
が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

民
間

の
集
合
住
宅
が
少
な
く
、
希

望
に
沿
っ
た
物
件
が
非
常
に

少
な
い
状
況
だ
。
人
口
流
出

を
防
ぐ
た
め
に
も
少
人
数
世

帯
用
の
住
居
の
必
要
性
は
高

い
。

問

民
間
の
力
を
借
り
て
集
合

住
宅
を
建
設
す
る
な
ど
の
対

策
が
必
要
と
思
う
が
。

池
田
町
長

町
が
建
て

て
民
間
に

経
営
し
て

も
ら
う
な

ど
、
い
ろ

い
ろ
な
方

策
を
検
討

し

な

が

ら
、
若
い

人
に
住
み

た

い

と

思
っ
て
い

た
だ
け
る

住
宅
整
備

を
進
め
て

い
く
。

　
中
学
校
の
部
活
動
は

問

少
子
化
に
よ
っ
て
部
員
が

集
ま
ら
な
い
部
活
動
が
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
対

策
は
。

岡
村
教
育
長

部
活
動
改
革
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
地

域
移
行
な
ど
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
含
め
議
論
し
、
来
年
度

末
に
は
、
一
定
の
方
向
性
を

決
め
た
い
。

産業・観光振興は

解決すべき課題が多いが検討する

整
備
を
進
め
て
い
く

若
い
人
に
好
ま
れ
る

集
合
住
宅
を

金

子

裕

之

建設から４０年以上経過した町営住宅（大野見奈路）

外国人観光客向けに英語表記された道の駅なかとさの

ホームページ

金子議員の録画映像は
　　　こちらから
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問

上
ノ
加
江
ス
ポ
ー
ツ
文
化

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
に
は

役
場
か
上
ノ
加
江
公
民
館
で

の
手
続
き
が
必
要
で
、
土
日

に
利
用
す
る
場
合
は
前
も
っ

て
鍵
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら

ず
不
便
だ
。
施
設
の
解
錠
方

法
の
改
善
は
。

多
田
教
育
次
長

施
設
の
玄
関

に
暗
証
番
号
で
開
く
ス
マ
ー

ト
ロ
ッ
ク
の
導
入
を
検
討
中

だ
。
現
在
リ
ン
グ
ロ
ー
社
と

設
置
可
能
か
を
含
め
、
設
置

費
用
や
管
理
費
な
ど
を
協
議

中
だ
。

問

体
育
館
は
一
般
の
球
技
大

会
や
高
校
の
部
活
で
利
用
さ

れ
て
い
た
が
浸
水
被
害
や
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
使
用
制
限
さ

れ
て
い
た
。今
後
ど
の
よ
う
に

活
用
の
周
知
を
し
て
い
く
か
。

岡
村
教
育
長

町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
回
覧
で
周
知
し
て

い
る
が
ま
だ
不
十
分
だ
。
町

内
は
広
報
に
掲
載
す
る
が
、

町
外
へ
の
周
知
は
今
後
検
討

し
た
い
。

問

上
ノ
加
江
診
療
所
の
移
転

に
よ
っ
て
ジ
ム
施
設
利
用
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
女

子
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
多
目

的
ト
イ
レ
の
便
器
交
換
の
検

討
は
。

多
田
教
育
次
長

今
の
使
用
状

況
で
あ
れ
ば
十
分
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
関
係
者
や
利

用
者
の
意
見
を
聞
き
、
検
討

す
る
。

問

高
知
市
な
ど
の
学
校
に
通

う
高
校
生
は
部
活
や
塾
な
ど

で
帰
宅
時
間
が
遅
く
な
る
。

勉
強
時
間
を
確
保
す
る
た
め

睡
眠
時
間
を
削
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
家
族
で
町

外
へ
転
出
す
る
事
例
も
聞

く
。
特
急
列
車
が
利
用
で
き

る
よ
う
補
助
の
拡
充
が
で
き

な
い
か
。

多
田
教
育
次
長

部
活
動
を
行

う
生
徒
の
み
の
助
成
は
難
し

い
が
、今
後
の
状
況
に
よ
り
、

高
等
学
校
の
通
学
助
成
自
体

の
拡
充
に
つ
い
て
は
検
討
し

た
い
。

問

移
住
定
住
を
勧
め
て
い
る

が
、
子
育
て
し
や
す
い
町
と

し
て
選
ば
れ
る
に
は
、
通
学

ハ
ン
デ
ィ
を
減
ら
す
施
策
や

支
援
策
も
大
き
な
ア
ピ
ー
ル

で
は
な
い
か
。

池
田
町
長

何
よ
り
も
平
等

性
、
公
平
性
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
子
ど
も
・
子
育
て
に

関
し
て
特
段
の
財
政
的
な
支

援
も
含
め
て
教
育
委
員
会
を

主
軸
に
ま
ち
づ
く
り
課
と
施

策
を
検
討
し
総
合
的
な
判
断

の
も
と
決
定
し
た
い
。

特急列車が利用できる

通学補助の拡充を

平等性・公平性を念頭に判断する

ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
導
入
を

検
討
中
だ

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

の
解
錠
方
法
は

濵

田

和

昭

上ノ加江診療所が併設される上ノ加江スポーツ文化センター

濵田議員の録画映像は
　　　こちらから

そ
の
他
の
質
問

▼ 

旧
久
礼
分
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
活
用

高知方面へ向かう特急列車（土佐久礼駅）
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問

知
事
選
の
出
口
調
査
で
は

人
口
減
少
、
少
子
化
対
策
へ

の
期
待
は
高
い
。
知
事
は
少

子
化
対
策
と
絡
め
、
中
山
間

振
興
に
不
退
転
の
決
意
で
臨

む
と
表
明
し
た
。
新
年
度
に
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

池
田
町
長

言
う
は
易
し
行
う

は
難
し
だ
が
、
今
の
状
況
に

寄
り
添
い
、
し
っ
か
り
と
行

政
を
運
営
し
て
い
く
。

問

水
飲
み
場
ま
で
馬
を
連
れ

て
行
く
こ
と
は
で
き
る
が
、

水
を
飲
ま
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
当
の
女
性
た
ち
が
産
む
、

産
ま
な
い
と
い
う
中
で
、
産

ん
で
い
た
だ
く
、
そ
う
い
う

こ
と
を
条
件
整
備
し
て
い
く

し
か
な
い
。
そ
う
い
う
点
で

女
性
の
視
点
が
重
要
だ
。

池
田
町
長

他
市
町
村
に
比
べ

女
性
幹
部
の
登
用
は
多
く
、

女
性
職
員
か
ら
い
ろ
い
ろ
話

も
聞
く
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
大
切
に
、
女
性
の
声
に
耳

を
傾
け
、真し

ん

摯し

に
取
り
組
む
。

問

農
業
は
知
事
も
基
幹
産
業

と
位
置
付
け
し
て
お
り
、
伸

び
代
が
あ
る
産
業
分
野
だ
。

今
ま
で
は
補
助
金
行
政
で
、

産
業
と
し
て
の
農
業
を
成
り

立
た
せ
て
い
く
と
い
う
農
業

行
政
で
は
な
か
っ
た
。
今

後
、
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る

の
か
。

池
田
町
長

や
る
気
の
あ
る
若

者
に
農
業
に
従
事
し
て
も
ら

い
、お
金
だ
け
で
は
な
い
精
神

的
な
満
足
感
が
得
ら
れ
る
よ

う
な
農
業
形
態
も
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

問

農
業
問
題
は
、
農
林
水
産

課
だ
け
で
対
応
で
き
る
問
題

で
は
な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
対
応
策
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

現
状
で

は
、
本
課
で
全
力
で
取
り
組

む
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
、
今
後
、
検
討
し
た
い
。

産業としての農業化に向け

プロジェクトチームで取り組め

本課で全力で取り組む

女
性
の
声
に
耳
を
傾
け
、

真
摯
に
取
り
組
む

少
子
化
対
策
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
か

佐

竹

敏

彦

佐竹議員の録画映像は
　　　こちらから

日本人は古くからコメを主食に選びました。実りある田んぼは

地域の宝です

平成２８年の町の人口ビジョンのデータ。現行の合計特殊出生率ではこの数値以上の

人口減少が起きている

パターン１

出生率向上2.07

（国目標）

国の目標水準2.07まで合計特殊出生率を上げても、2030年には5,000人を下回る。

2015年
（平成27年）

2020年
（令和２年）

2025年
（令和７年）

2030年
（令和12年）

2035年
（令和17年）

2040年
（令和22年）

2045年
（令和27年）

2050年
（令和32年）

2055年
（令和37年）

2060年
（令和42年）

2065年
（令和47年）

合計特殊出生率

2015（平成27）年　　　1.40

2020（令和２）年　　　1.80（国民の希望水準）

2025（令和７）年以降　2.07（人口置換水準）

社会移動 趨勢値（社人研推計準拠）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
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6,8406,840

3,2733,273
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626626

6,1446,144

5,5135,513

4,9194,919

4,3424,342

3,7863,786

3,2723,272

2,8292,829
2,4452,445

2,0932,093
1,7781,778

2,6972,697

2,0102,010
1,7071,707

1,4021,402
1,1721,172

1,0061,006
853853

741741 635635

2,8942,894
2,7202,720

2,4652,465
2,2422,242

2,0472,047
1,8081,808

1,5721,572
1,3741,374

1,1641,164
981981

553553 497497 444444 394394 337337 292292 252252 218218 188188
163163

2,2962,296

総数

０～14歳

15～64歳

65歳以上

そ
の
他
の
質
問

▼ 

町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
▼ 

上
ノ
加
江
集
学
校
と
上

ノ
加
江
小
、
学
校
教
育

▼ 

地
域
と
社
協
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久
礼
保
育
所
の
給
食
数
は

１
４
５
食
で
、
メ
フ
ォ
ス
社

に
委
託
し
て
い
る
。
大
野
見

保
育
所
は
２５
食
で
、
町
営
で

行
っ
て
い
る
。
県
内
産
食
材

活
用
率
は
年
２
回
調
査
し
て

い
る
が
、
町
内
産
食
材
活
用

率
は
出
せ
て
い
な
い
。
ア
レ

ル
ギ
ー
の
理
解
を
深
め
る
取

り
組
み
を
話
し
合
い
、
除
去

食
の
対
応
で
き
る
部
分
は
検

討
す
る
。
町
内
産
食
材
、
有

機
食
材
の
納
入
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
だ
け
で
は

な
く
、
農
林
水
産
課
な
ど
と

連
携
を
と
り
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
食

材
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
改
め
て
提
案
し
た
。

　

久
礼
小
学
校
の
長
寿
命
化

改
修
工
事
に
伴
い
、
学
童
保

育
が
移
転
し
て
く
る
。
現
在

の
施
設
が
浸
水
区
域
に
あ
る

こ
と
か
ら
関
係
者
と
協
議

し
、
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
全
学
年

で
ほ
ぼ
毎
日
活
用
し
て
い

る
。
５
年
生
の
授
業
で
は
、

真
剣
に
学
習
す
る
様
子
を
見

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

県
道
窪
川
中
土
佐
線
の
大

野
見
吉
野
跡
川
地
区
の
改
良

計
画
の
場
所
と
大
野
見
移
転

後
の
菱
高
精
機
㈱
の
現
状
を

調
査
し
た
。

　

県
道
改
良
計
画
の
区
間

は
、
大
野
見
ト
ン
ネ
ル
よ
り

大
野
見
側
出
口
か
ら
約
３
０

０
㍍
の
地
点
か
ら
跡
川
地
区

の
町
営
住
宅
前
ま
で
の
約
１

２
０
０
㍍
で
、
高
低
差
は
５３

㍍
あ
る
と
の
説
明
を
受
け

た
。
現
在
、
現
地
測
量
を
行
っ

て
お
り
、
町
は
県
に
積
極
的

に
協
力
す
る
と
の
こ
と
だ
。

　

次
に
、
大
野
見
移
転
後
の

菱
高
精
機
㈱
の
生
産
の
状
況

は
、
移
転
後
２
カ
月
間
は
生

産
で
き
な
か
っ
た
部
分
が

あ
っ
た
が
、
１０
月
に
故
障
し

て
い
た
設
備
が
全
て
復
旧
し

現
状
８
割
程
度
ま
で
回
復
し

て
い
る
。
町
内
か
ら
の
従
業

員
は
全
体
の
６４
％
と
な
っ
て

い
る
。
工
場
責
任
者
か
ら
、

今
後
も
魅
力
あ
る
企
業
に
し

て
い
く
た
め
に
頑
張
っ
て
い

く
、
と
の
話
を
聞
い
た
。

　

町
に
は
、
継
続
的
に
注
視

し
て
い
く
よ
う
求
め
た
。

　
１２

月
定
例
会
の
初
日
、
総
務
教
育
、
産
業
建
設
民
生
の
各

常
任
委
員
長
、
少
子
化
対
策
特
別
委
員
長
か
ら
、
委
員
会
の

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

久礼小学校のタブレットを使用した授業を視察する

総務教育常任委員（１０月２３日）

菱高精機㈱を調査する産業建設民生常任委員

（１０月３１日大野見吉野）

総
務
教
育
常
任
委
員
会

産業建設民生常任委員会

大野見の県道改良計画　菱高精機㈱を調査
町は継続的に注視を

保
育
給
食
　
久
礼
小
の
改
修

工
事
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
調
査

食
材
の
確
保
は
各
課
で
連
携
を
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第
４
回
・
第
５
回
委
員
会

を
開
催
し
、
移
住
の
現
状
な

ど
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　

今
後
の
調
査
・
研
究
の
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
令
和
６

年
１
月
２
日
に
開
催
さ
れ
る

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
に
出

席
さ
れ
る
二
十
歳
の
皆
さ
ん

に
行
う
予
定
だ
。

　

１１

月
２０

日
に
は
、
日
高
村

議
会
か
ら
３
人
の
議
員
が
視

察
に
来
ら
れ
て
情
報
交
換
を

行
っ
た
。

●令和６年度の予算編成方針

　第３次総合振興計画に掲げる「目指すまちの姿」

の実現に向け、少子高齢化・人口減少問題や南海

トラフ地震対策、地場産業の振興など、喫緊の課

題に取り組む。とりわけ、人口減少問題について

は、取り組みを継続しつつ、施策の見直しとブラッ

シュアップを図っていく。

●防災対策

　１０月に、自主防災会を主体に「町内一斉避難訓

練」を開催した。また、道の駅で２日間「なかと

さ防災フェスタ」を開催した。今後もイベントを

通じた啓発活動を行っていく。

●第１回中土佐町ファンイベント

　１１月１１日、東京で「第１回中土佐町ファンイベ

ント」を開催した。３０人の参加者に、町の自慢の

食材を使った料理や地酒を振る舞い、魅力をア

ピールした。

●地域おこし協力隊活動報告

　１１月２９日、協力隊員の活動報告会が開催され

た。地域のコミュニティを保つことが困難となる

中、隊員の活動はその問題解決の糸口になると考

える。

●美術館移転に向けたワークショップ

　美術館の認知度を高めるため、通常の展示会に

加えて館外での活動を行っている。とりわけ、久

礼八幡宮の境内で行われた「神社の杜のびじゅつ

かん」は出色のイベントだった。高知大学とのコ

ラボでは、地域の人や自然などに着目してポス

ターを制作した。

●アニメ「海に沈んだ鬼」

　双名島の鬼伝説が日本財団の「海ノ民話のまち

プロジェクト」に採択され、現在アニメの制作を

行っている。来年２月頃には完成上映会が行える

予定だ。町を全国にＰＲしていくツールのひとつ

としたい。

令和６年度予算編成方針

「目指すまちの姿」の実現に向け取り組む

１２月定例会で行政報告をする池田町長

移住について議論をする少子化対策特別委員

（１１月１０日）

少
子
化
対
策
特
別
委
員
会

移
住
の
現
状
な
ど
を
調
査

二
十
歳
の
方
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う



≪９月定例会（第１回臨時会議）の主な議案と議員の賛否≫

≪12月定例会（通常会議）の主な議案と議員の賛否≫

しました。私は、
○…賛成　●…反対　　／…議長は賛否同数のときや特別多数議決のときに賛否を表明します
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私たちは、こんなことをしています。

≪各議員の出欠状況（令和５年10月１日～令和６年２月４日）≫

○・・・出席　　　●・・・欠席　　　△・・・一部欠席　　　／・・・所属委員等でない

※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。

　
≪議長の主な活動状況（令和５年10月１日～令和６年２月４日）≫

議員は何をしゆうが？

四国地区町村議会研修会

（10月13日徳島市JRホテルクレメント徳島）
北海道鹿部町からの視察受入「南海トラフ地震

対策について」（10月25日）

●10月　　 　

　８日 コスモスまつり（越知町／宮の前公園）

　12日 高知県町村議会議長会理事会（高知市／自治会館）

　15日 第18回大野見しんまいフェスタ

　16日 全国議長会前会長葬儀（新潟県湯沢町）

　21日 笹場・上ノ加江・矢井賀地区敬老会

　25日 中土佐町戦没者追悼式

 北海道鹿部町議会視察受入（挨拶のみ）

　27日 こうち人づくり広域連合・高知県後期高齢者広域連合定例会（高知市）

　29日 令和５年度高陵消防連合演習

●11月　　 　

　１日 令和５年度高知県戦没者追悼式（高知市／県民文化ホール）

　３日 上ノ加江地区民運動会

　13日 第56回（令和５年度第２回）全国過疎地域連盟総会（東京都／日本教育会館他）

　22日 こうち人づくり広域連合・高知県後期高齢者広域連合監査（高知市）

　28日 高幡町村議会議長会第50回臨時総会（東京都／都市センターホテル）

 県選出国会議員との意見交換会（東京都／ホテルルポール麹町）

　29日 議長会全国大会議長研修会（東京都／ＮＨＫホール）

　30日 第17回高幡町村議会議長会県外研修

 （茨城県美浦村/役場）

●12月　　 　

　２日 上ノ加江小学校学習発表会

　５日 高知県町村議会議長会理事会・役員会忘年会

　20日 高幡広域市町村圏事務組合臨時会の打ち合わせ

　22日 津野山養護老人ホーム組合議会

 高陵特別養護老人ホーム組合議会

 高幡広域市町村圏事務組合議会臨時会

 高幡消防組合議会第160回定例会

●１月　　 　

　２日 二十歳を祝う会

　14日 消防出初め式

　22日 高知県町村議会議長会打ち合わせ

　30日 高知県町村議会議長会臨時理事会

 （高知市／自治会館）

大野見しんまいフェスタであいさつ

をする中城議長（10月15日）

中土佐町戦没者追悼式で追悼のことばを述べる

中城議長（10月25日）

二十歳を祝う会であいさつをする中城議長

（令和６年１月２日）

全国過疎地域連盟による鈴木総務大臣への要請活動

に出席した中城議長（11月13日）

出初め式であいさつをする中城議長

（令和６年１月14日）
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り
よ
だ
会
議
町
佐
土
中

発
行
／
高
知
県
中
土
佐
町
議
会
　
発
行
人
／
議
長
　
中
城
　
重
則
　
編
集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

〒
７
８
９

‒

１
３
０
１
　
高
知
県
高
岡
郡
中
土
佐
町
久
礼
６
６
６
３

‒

１

電
話
（
０
８
８
９
）
５
２

‒

２
４
１
０
（
直
通
）

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
８
９
）
５
２

‒

４
８
５
０
（
直
通
）

き

や

ぶ

つ　
昭
和
30
年
、
旧
中
土
佐
町
の
人
口
は
１
万
１
７
４
７
人
、

旧
大
野
見
村
は
４
０
３
３
人
、
合
計
１
万
５
７
８
０
人

だ
っ
た
。

　
令
和
５
年
11
月
末
現
在
、
旧
中
土
佐
町
は
５
０
０
９
人
、

旧
大
野
見
村
は
９
５
０
人
、
合
計
５
９
５
９
人
と
な
っ
た
。

高
齢
化
率
も
49

％
。
人
口
減
少
と
高
齢
化
、
若
い
子
育
て

世
代
も
極
端
に
減
少
し
て
い
る
。
12

月
22

日
、
国
立
社
会

保
障
人
口
問
題
研
究
所
は
２
０
５
０
年
の
推
計
人
口
を
発

表
し
た
。
中
土
佐
町
の
人
口
は
、
58

％
減
の
２
６
４
６
人

で
あ
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
町
で
ど
う
暮
ら
し
て
い

く
か
を
、
住
民
と
と
も
に
膝
を
つ
き
合
わ
せ
考
え
て
い
こ

う
と
決
意
し
た
。

　
久
礼
漁
協
の
カ
ツ
オ
加
工
施
設
に
張
っ
て
あ
っ
た
一
枚

の
ポ
ス
タ
ー
を
思
い
出
し
た
。

　
　
　全
て
は

　
　
　漁
師
が
誇
り
を
も
っ
て

　
　
　黒
潮
の
魚
群
を

　
　
　追
い
続
け
る
た
め
に

　
　
　俺
の
子
も

　
　
　俺
の
孫
も

下
元
　
道
夫

中
土
佐
町
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
　
員
　
長

　窪
田

　和
教

副
委
員
長

　下
元

　良
之

委

　
　員

　高
橋

　雄
造

委

　
　員

　金
子

　裕
之

委

　
　員

　濵
田

　和
昭

委

　
　員

　中
野

　大
地

3

　活
動
の
内
容
は
。

A

　ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
町
民
の

方
の
運
動
機
会
向
上

で
、
現
在
の
活
動
内
容

は
小
学
生
の
運
動
機
会

を
作
る
た
め
に
週
に
一

度
、
放
課
後
に
行
っ
て

い
る
シ
ー
ズ
ン
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
と
町
民
の
方

と
運
動
を
ス
ポ
ー
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
る
カ
ラ
ダ
づ
く
り
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
今
後
に
つ
い
て
は
運

動
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

ご
と
を
計
画
し
地
域
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
運
動

を
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

4

　中
土
佐
町
の
魅
力
は
。

A

　自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。
海
も
山

も
川
も
あ
り
、
空
気
が

澄
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
中
土
佐
町
の
住
民
の

方
に
と
っ
て
は
普
通
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
ほ
ど
日
常
か
ら
自
然

に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は

す
ご
く
貴
重
だ
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

（
今
号
の
表
紙
）

　今
号
ま
で
の
テ
ー
マ
は

「
中
土
佐
町
の
生
業
」
で
し
た

が
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
が

新
た
に
着
任
し
た
の
で
今
号

で
は
隊
員
の
活
動
を
取
り
上

げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　町
民
の
運
動
機
会
向
上
の

た
め
に
活
動
を
し
て
い
る
金

丸
慎
平
さ
ん
で
す
。

　
1

　ご
出
身
は
。

A

　福
岡
県
北
九
州
市
で
す
。

2

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

な
っ
た
動
機
は
。

A
　
き
っ
か
け
は
日
本
体
育

大
学
の
先
輩
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
松

下
昇
平
さ
ん
と
の
出
会

い
で
す
。

　
　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

を
作
り
た
い
と
思
っ
て

い
た
時
に
、
地
域
の
方

と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

で
よ
り
地
域
に
根
付
く

よ
う
な
施
設
が
作
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。

　金
丸
さ
ん
と
は
協
力

隊
と
し
て
着
任
し
て
す

ぐ
、あ
い
さ
つ
を
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

は

に

か

み

な

が

ら
、

真
っ
す
ぐ
に
私
の
目
を

み
て
自
己
紹
介
を
し
て

く
れ
た
こ
と
が
印
象
的

で
し
た
。持
ち
前
の
、人

当
た
り
の
良
さ
で
協
力

隊
と
し
て
励
ん
で
ほ
し

い
で
す
。

濵
田

　和
昭

松下昇平さん

まずは自分自身がワクワクする企画を考えてほ

しいです！

そのワクワクが周囲の方に伝わった瞬間が協力

隊という仕事の魅力だと思います。

卒業生から
の
ひと言

七面鳥をはじめとする地元

産品を販売する傍ら、町の

スポーツ振興監として地域

や学校のスポーツ活動の支

援をしています。


